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要旨 玄酒 ・明水 とは,古 来祭祀において,神 前に酒類とともに供え られた水のことで
あり,唐 代の祭祀儀礼においても用いられた。『大唐開元礼』にはその配置方法が こま
かく指示されているが,そ の記述には内容的に曖昧な点も多 く,ど のように配置すれば
よいのかわからないものが少なくない。唐朝は南宗のとき 「陰鑑を用いて月か ら取る」
水であった明水を,結 露を用いて得る方法を手に入れた。 しか し実用化には問題も多く,
実際の祭祀には玄酒と同様に井水を代用していたと思われる。『開元礼』 の玄酒 ・明六
の配置方法に関する曖昧な記載はここに起因するものであろう。
ただ実際はどうあれ,唐 人が祭祀に明水を配置 しようとしたことは事実であり,そ こ
には理由があった。明六が配置 されるのは,祭 祀用の酒である五斉のうちのいずれかを
供え,か つ皇帝 ・皇后 ・皇太子が自ら執 り行う場合が想定されている祭祀である。玄酒
と明六の両方を祭祀に用いる皇帝 ・皇后 ・皇太子と,玄 酒のみを使用するその他の者と
の間には,明 水を使用できるか否かという一線が設けられている。祭祀における玄酒 ・
明六の使い分けには,皇 帝 ・皇后 ・皇太子を特別な存在として位置付け,礼 的秩序を明
確にするという意味がこめられていたのである。
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は じ め に
唐人が祭祀儀礼の理想あるいは原理をどのようにとらえていたのかを具体的に知 り得る史料
として,『大唐開元礼』百五十巻(以 下 『開元礼』と略称する。)が ある。 この 『開元礼』編纂
以前には,貞 観礼,頭 屋礼 という二度の礼典纂修が行われてお り,こ の間に大に小に論議され
てきた唐朝の祭祀儀礼のかたちが,『開元礼』に集約されたといわれている1)。しか しなが ら,
『開元礼』の内容をつぶさにみてい くと,儀 式の流れについてはおおむね理解できるものになっ
てはいても,細 部についてはわからないところが多 くある。例えば祭器や犠牲,棄 盛,酒 類と
いった,い わば祭祀の素材に関する部分 もそうであり,祭 祀にそのようなものを用い.る理由は
記されず,そ の使用方法についても省略されていたり,曖 昧な書き方を しているところは多い。
この点に関 し 『開元礼』編纂後には,'そ の沿革や釈義を記 した 『開元礼義鏡』2)という書 物
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が作 られ,「 開元礼』の行用を助けていたことがうかがわれる3)。しか し今日では 『開元礼』の
記述を正 しく理解するための手がかりとなるこれら釈義は多 く散供 し,わ ずかな侠文が他書の
中に残されるのみである。
当時であっても釈義の類が必要 とされた内容を,そ れなしで理解するのは容易なことではな ・
い。そうした制約された条件の中で,「開元礼』の細部を理解するには,『周礼』『儀礼』『札記』
の三礼に付 された唐人の解釈や正史などの史料から,祭 祀儀礼における礼物4)を彼らがどう理
解 していたのかということを整理 し,そ こから 『開元礼』の記述の意味を推察するという方法
や,あ るいは唐代以後の王朝の礼典から類推するといった方法などが考えられる。
『開元礼』にある礼物の意味をより具体的に理解するにあた り,避 けて通 ることができない
問題 として,祭 祀儀礼における酒類の使用(酒 礼)が ある。酒礼には,祭 祀儀礼において神 と
主宰者,人 と人とをつなぎ,そ れを視覚的に明らかにするという役割があるが,礼 制全体に共
通す るものでありなが ら,礼 制研究の一分野 としては,従 来ほとんど注 目されきていない。
『開元礼』にある儀礼のパターンを,酒 礼に絞って整理し,こ こに関る酒類の意味や用例,そ




もって格付けられており,唐 朝では大祀 ・中祀 ・小祀という祭祀の格付 け順に したが って使い
分けられるものであったことがわかった。つまりその祭祀の主神座に供される酒類の別をみれば
その祭祀がどのランクに位置づけられるものであるのかがわかるようになっているのである。
今回は,五 斉三酒と一緒に神前に陳べ うれる,玄 酒 ・明水という二種類の浄水が もつ意味に
ついて,考 察を加えるものとする。唐朝祭祀においては,二 つ一組で陳列された酒尊の一方に
五斉三酒を注ぎ,も う一方に玄酒 ・明水を注いで神前 に供える。配置の具体的な方法は,祭 祀
ごとに 『開元礼』にこまか く記 されているが,そ の記述には内容的に不足 していたり,ど う解
釈すればよいのかわか らない部分が多 くみられる。ただ,五 斉三酒の用例を考えれば,二 種類
の浄水の使い分けにもなんらかの意味があることは想像にかた くない。
本稿では,こ の玄酒 ・明六に関する唐人の解釈 と,「開元礼』に示された配置の記述 とをめ
ぐって,そ の間にどのようなつながりがあり,『開元礼』になぜそのように記載 され るのかと
いう点について考察を試みる。そして玄酒や明水を 『開元礼』の中に組み込むことにどのよう
な意味があったのかについて検討す る。
1.祭 祀 における玄酒6明 水 とその意義






玄酒謂水也。以其色黒,謂 之玄。而大古無酒,此 水当酒所用,故 謂之玄酒。以今錐有五斉
三酒,貴 重古物,故 陳設之。
玄酒は水を謂 うなり。其の色の黒きを以て,之 を玄と謂 う。而 して大古は酒無 く,此 の水
酒の用る所に当る,故 に之を玄酒と謂 う。今は五斉三酒有 りと難も,古 物を貴重するを以
て,故 に之を陳設す。




味で,こ れを祭祀 に陳設す るの である,と い うのがその要 であ る。
② 明 水
明水については 「周礼』秋宵 ・司煩氏に 「司煩氏掌以夫遂(燧)取 明火於 日,以 鑑取明水於
月(司 垣氏は夫遂を以て明火を 日に取 り,鑑 を以て明水を月に取るを掌 る)」とあり,そ の漢 ・
鄭玄注にはこうのべる。
夫遂陽遂(燧)也 。鑑鏡属。取水者,世 謂之方諸。取 日之火,月 之水,欲 得陰陽之潮気也。
夫遂 は陽遂(燧)な り。鑑は鏡の属。水を取る者は,世 之を方諸と謂 う。 日の火,月 の水
を取 り,陰 陽の潔気を得んと欲するなり0
陽燧というのは太陽か ら採火するために使 う鏡のようなもので'o),これを使 って得 られた火を
明火 という。同 じ理屈で,月 か らは水がとれるものと思われていた。この水を明水 といい,明
水を採取するために使う器具は鑑または方諸といった。鑑を使 って月か ら水を取るということ
については具体的な説明はない11)。ただ,祭 祀 においては陽の潮気をあらわす明火に対 して,
明水が陰の潮気をあらわすことがのべられている。
唐の費公彦はここに疏を付 して次のようにいう。
云 「取水者,世 謂之方諸」者,漢 世語之方諸。言 「取水謂之方諸」,則 取火者不名方諸,
別名陽遂(燧)也 。明者潔也。 日月水火為明水明火,是 取 日月陰陽之潔気也。
〔鄭玄注の〕「水を取 る者は,世 之を方諸 と謂う」 と云うは,漢 の世は之を方諸 と謂えり。
「水を取るは之を方諸と謂う」 と言わば,則 ち火を取 る者は方諸 を名の らず,・別に陽遂




質公彦は鄭玄注を解釈 し,火 を取る器具は陽燧,水 を取る器具は陰鑑あるいは方諸 というのだ
と説明する。そ して明火 ・明水の 「明」 とは 「潔」の意味であることを加えて,こ れらが日月
が もつ陰陽の潮気を取 った ものであるとのべ る6
玄酒 と明水 とは,同 じ水でもそれぞれがもつ由来や性質,採 取の方法などに違いのあること
がわかる。むか し酒が現れる以前は,祭 祀に水を供えていた。後世の人々はこの水を玄酒とよ
び,酒 を供えるようになってか らも,古 来の風習を尊重する意味か ら,こ れを陳設す るのだと
いう。一方の明水は,月 が もつ陰の気を陰鑑ないし方諸という器具を用いて採取 したところの
水とされている。祭祀では,日 か ら取 った明火が陽の潮気をあらわすのに対 し,月 から取 った
明水は陰の潮気をあらわす ものとされる。唐朝はその祭祀儀礼の場に,こ のような別の性格を
もつ二種類の水を用意するのである。
2.唐 朝 祭 祀 に お け る 玄 酒 ・明 水 の 用 法
第1章 では祭祀における玄酒 ・明水配置の意義について,礼 学上の解釈をみてきた。本章で
は,唐 朝祭祀の儀式次第において,玄 酒 ・明六が どのように準備 ・配置されるのかについて整
理する。
(1)準 備 と配置
唐朝では,祭 祀のための明水を準備するのは,光 禄寺太官署の長官である太官令の職務 とさ




進行 祭祀の手蹟(内 容) 時間的経緯 酒類に関する儀式次第の要約 監督及び担当者
11 1.斎 戒(み そ ぎ) 致斎之日 明水の採取 光線卿 ・太官令
i 2.陳 設(祭 器の陳設) 前祀一 日 神座に供える酒器を配備 太常卿
i 3.省 牲器(犠 牲の準備) 哺後三刻 酒器の洗浄 太常卿 ・御史
ll4豊 駕出営(皇 帝の出宮)
i 5.薬 玉吊(供 物の陳設)祀日栄明三刻 酒器に玄酒・聖水・五斉三酒を注ぐ 良醐令 ・奉騨
i 6.進 熟(祭 祀挙行) 三献の儀式 皇帝 ・太尉 ・光緑卿
↓ 7.-攣 駕還宮(皇 帝還宮)
【致斎】祭祀前の斎戒の期間は,散 斎 と致斎とに分けられるb巻4で は散斎四日,致 斎三 日とある。




ここでは巻4《 皇帝冬至祀園丘》を例にとり,ど の段階で準備され,ど う配置されるのかをま
ず確認 しておく。
1の 段階(致 祭)の ときに,光 緑卿の監督のもと,太 官令が明火と明水を取る。この とき得
られた明水は5の 段階(彙 玉串)で,神 座前に用意 された酒器に,玄 酒や五斉三酒等の酒類と
同時に注がれるのである。1の 段階の記載を①,・5の段階の記載を② として,そ の内容をみて
い くことにする。
まず1の 段階の記載であるが,本 文に 「光緑卿監取明水火」とあり,続 く割注部分に,
太官令取水於陰鑑 放火於陽燧。火以供繋,水 以実尊。①




5の 段階には本文に 「祀 日栄明三刻……郊社命 ・良醒令,各 帥其属,入 実事 ・盤 ・玉 幣。
(祀 りの日未明三刻……郊社令 ・良酪令,各 おの其の属を帥いて,入 りて尊'・羅 ・玉幣を実す。)」
とある。尊や鐵といった酒器にはいくつかの種類があり,配 置の方法 も神座 ごと14)に異るうえ,
そこに注 ぐ酒類の種類 もきめられていた。また神前 に供えられる玉幣にも,神 座ごとに決めら
れた色や形があった。このため本文に続いて以下のような割注が付されてお り,各 神座前の酒
事に注 ぐ酒類や玉幣の別,及 び玄酒と明水の配置方法についての説明がある。
凡六尊之次,太 尊為上,実 以汎斉。著尊次之,実 以醗斉。犠尊次之,実 以盤斉。象尊次之,
実以醍斉。壺尊次之,実 以沈斉。山里為下,実 以三酒。配帝……。斉皆加明水,酒 皆加玄
酒,各 実於上尊。②(後 略15))
凡そ六尊の次は,〔主神である昊天上帝の神座前は〕太尊を上 と為 し,実 すに汎斉 を以て
す。著尊之に次ぎ,実 すに醗斉を以てす。犠尊之に次ぎ,実 すに盤斉を以てす。象尊之に






は明水をまぜ,三 酒には玄酒をまぜたものを,上 尊 に実す,と 解釈できないこともないが,
『礼記』郊特牲 「祭斉加明水」16)の孔穎達疏に,
「祭斉加明水」者,謂 於正祭之時,陳 列五斉之尊,上 又加明水之尊。
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表2『 開元札』巻4《 皇帝冬至祀圓丘》昊天上帝神座 配酒表
酒器 酒器の数 上尊 他尊
神座:位 置 (上帝:壇 上東南隅,北 向)
太尊 2 明六 汎斉
著尊 2 明水 醗斉 膨
犠尊 2 明六 盤斉
山塁 2 ? ?
神座:位 置 (上帝:壇 下南陛之東,北 向)
象尊 2 明六 醍斉
壷尊 2 明水 沈斉
山督 4 玄酒 三酒
「斉を祭るに明水を加 る」 とは,正 祭の時に於て,五 斉の尊を陳列 し,上 に又た明水の尊
を加るを謂 う。
とあることを考えれば,五 斉の尊には明六の入った尊を,三 酒の尊には玄酒の入 った尊を,そ
れぞれ上座に加え置 くという意味で書かれたものであると理解 してよいだろう。巻4で は,採
取 した明水は五斉の入った尊と対に置 く尊に実 し,玄 漕は三酒の入 った尊 と対に置 く尊に実す
ことになっているのである。 この 「斉皆加明水,酒 皆加玄酒,各 実於上尊」 という一文は,先
にあげた光線寺良醍署の職掌のなかにも同様のものがあっだ7)。巻4に 記 される昊天上帝の神
座前の酒器および五斉三酒,玄 酒 ・明六の配置をまとめると,表2の ようになる。
ただしこのような玄酒 ・明水の配置方法の記述 は,巻4以 外の他の祭祀 も同様 というわけで
はない。たとえば巻29《 皇帝夏至祭於方丘》では,明 水の準備段階の記述① は 「水以実事
(水は以て尊に実す)」 とあって,巻4と 変わ りないが,配 置の記述②は 「玄酒客実於五斉之主
導(玄 酒は各の五斉の上尊に実す)」 と記 されていたりする。各祭祀におけるこのような記述
の違いを知るため,1の 段階にある記事① と,5の 段階にある記事②について,『開元礼』にあ
る各祭祀の記載を整理 したものが18)表3で ある。
② 『開元礼』における配置の記載の問題について
試みに,こ うした 『開元礼』の記述から実際に玄酒と明水の配置を行おうとすると,祭 祀に
よっては次のような問題が生 じてくる。
例えば巻12《 皇帝立春祀青帝王東郊》では,① の準備段階の記述に 「水以実尊(水 は以て
尊に実す)」 とあ』りながら,② の配置の記述は 「玄酒各実於五斉之上尊(玄 酒は各おの五斉の
上尊に実す)」 としか記されず,① の段階で採取した明六をどの尊に実すのか記されていない。
またこの祭祀の場合,主 神座には五斉のほか三酒 も陳設されることになっているが,こ の三酒
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表3『 開元札』玄酒 ・明水記事一覧(吉 札部分)
巻数 総 目 ① ②
巻4 皇帝冬至祀園丘 水以実車。 斉皆加明水,酒 皆加玄酒,各 実於上尊。
巻5 冬至祀園丘有司摂事 水以実車。 斉皆加明水,酒 皆加玄酒,各 実於上尊。
巻6 皇帝正月上手祈穀干圓丘 水以実尊。 五斉上:尊,皆 実以清酒。
巻7 正月祈穀干園丘有司摂事 水以実尊。 斉皆加明六,酒 皆加玄酒,各 実於上尊。
巻8 皇帝孟夏樗祀千国丘 水以往玄酒之尊。 玄酒皆実於五斉之上尊。
巻9 孟夏零祀干園丘有司摂事 水以実車。 玄酒各実於五斉之上尊。
巻10 皇帝季秋大享於明堂 水以実尊。 玄酒各実於五斉之上尊。
巻ll 季秋大享於明堂有司摂事 水以実尊。 玄酒各実於五斉之上尊。
巻12 皇帝立春祀青帝干東郊 水以実事。 玄酒各実於五斉之上尊。
巻13 立春祀青帝王東郊有司摂事 水以実尊。 玄酒各実於五斉之上尊。
巻14 皇帝立夏祀赤帝干南郊 水以実尊。 玄酒各実於五斉之上尊。
巻15 立夏祀赤帝干南郊有司摂事 水以実尊。 玄酒各実於五斉之上尊。
巻16 皇帝季夏土王日祀黄帝於南郊 水以実事。 玄酒各実於五斉之主導。
巻17 季夏土王日祀黄帝於南郊有司摂事 水以実尊。 玄酒各実於五斉之上尊。
巻18 皇帝立秋祀白帝於西郊 水以実尊。 玄酒各実於五斉之上尊。
巻19 立秋祀白帝於西郊有司摂事 水以実車。 玄酒各実於五斉之上尊。
巻20 皇帝立冬祀黒帯於北郊 水以実車。 玄酒各実於五斉之上尊。
巻21 立冬祀黒帯於北郊有司摂事 水以実事。 玄酒各実於五斉之上尊。
巻22 皇帝搬日焙百神於南郊 水以実尊。 玄酒盗実於諸座之上尊。
巻23 強目蛤百神於南郊有司摂事 水以注之酒尊。 玄酒各実於諸座之上尊。
巻24 皇帝春分朝日於東郊 水以往玄酒之尊。 其玄酒各実於上尊。塁尊無玄酒。
巻25 春分朝日於東郊有司摂事 水以実尊。 其玄酒各実於上尊。塁尊無玄酒。
巻26 皇帝秋分夕月干西郊 水以実尊。 其玄酒各実於上尊。塁尊無玄酒。
巻27 秋分夕月干西郊有司摂事 水以実写。 斉皆加明水,酒 皆加玄酒,各 実於上:尊。




巻29 皇帝夏至祭於方丘(后 土礼同) 水以実尊。 玄酒各実於五斉之主導。
巻30 夏至祭於方丘有司摂事 水以実尊。 玄酒各実於五斉之上尊。
巻31 皇帝孟冬祭神州於北郊 水以実尊。 玄酒各実於五斉之上尊。
巻32 孟冬祭神州於北郊有司摂事 水以実尊。 玄酒各実於五斉之上尊。
巻33 皇帝仲春仲秋上戊祭太社 水以実尊。 斉加明六,酒 加玄酒,各 実於五斉之上尊。
巻34 仲春仲秋上戊祭太社有司摂事(蜷礼同)水以実尊。 斉皆加明六,酒 皆加玄酒,各 実於上尊。
巻35 祭五嶽四鏡 (記載なし) 其玄酒実於上尊。
巻36 祭四海四漬 (記載なし) 玄酒各実於主導。
巻37 皇帝時享干太廟 水以実尊。 鶏鼻聾鼻及犠尊象尊若草壺尊之上尊皆実以明水。山畠之上尊実以玄涯も
巻38 時享於太廟有司摂事 水以実尊。 鶏葬野葬及犠尊象車若草壺尊之上尊者実以明水。山岳之上尊実以玄酒、
巻39 皇帝袷享干太廟 水以実尊 野葬及五斉之上尊皆実以明水。山番之上尊皆実以玄酒、
巻40 袷享干太廟有司摂事 水以実尊。 罪鼻及五斉之上尊皆実以明水。山里之上尊皆実以玄酒、
巻41 皇帝楴享干太廟 水以実写。 鶏舞及五斉之上尊皆実以明水。山番之上尊実以玄酒、
巻42 楴享干大廟有司摂事 水以実尊。 鶏舞及諸斉之上尊皆実以明水。出塁之上尊実以玄酒。
巻43 粛明皇后廟時享有司摂事 水以実尊。 鶏無罪舞及犠事象尊著尊之上尊皆実以明水。山暴之上尊実以玄酒,
巻44 孝敬皇帝廟時享有司摂事 水以実尊。 鶏舞野葬及犠事象尊壷尊之上事実以明水。山畠之上尊実以玄画
巻45 皇帝拝五陵 (記載なし) (記載な し)
〃 皇后拝五陵 (記載なし) (記載な し)
〃 太常卿行諸陵 (記載なし) (記載な し)
巻46 皇帝孟春吉亥享先農 耕籍 水以実車。 斉皆加明水,酒 皆加玄酒,各 実於上尊。
巻47 孟春吉亥享先農於籍田有司摂事 水以実尊。 其玄酒各実於両斉之上尊。
巻48 皇后季春吉巳享先養 親桑 水以実尊。 斉加明水,酒 加玄酒,各 実於上尊。




巻数 総 目 ① ②
巻50 有司享先代帝王 (記載なし) 其玄酒各実於王事。
巻51 薦新於太廟 (記載なし) (記載なし)
〃 季夏禁中雷干太廟 (記載なし) (記載なし)
Zノ 孟冬祭司寒(納 氷開氷附) (記載なし) (記載なし)
ノ, 興慶宮祭五能壇 (記載なし) (記載なし)
巻52 皇帝皇太子視学 (記載なし) (記載なし)
巻53 皇太子繹彙干孔宣父 水以実尊。 斉加明水,酒 加玄酒,各 実於上尊。
巻54 国子釈彙干孔宣父 水以実事。 斉加明水,酒 加玄酒,各 実於上尊。
ノノ 皇子束修 (記載なし) (記載なし)
〃 国学生束修 (記載なし) (記載なし)
巻55 仲春仲秋澤葵干斉太公 水以実事。 斉加明水,酒 加玄酒,各 実於上尊。
巻56 皇帝巡狩告干園丘 (記載なし) 其玄酒各実於上尊。
巻57 巡狩告干園丘有司摂事 (記載なし) 天帝太尊二著尊二,一 実以明六為上,一 実以醗斉次之。山畢各二,一 実以玄酒為上。
巻58 皇帝巡狩告干太社 (記載なし) 英明水各実於上尊。
巻59 巡狩告干太社有司摂事 (記載なし) 正座太尊二,一 実明水為上一実醗斉次之。配座家事二,其実亦如之。皆山畠二,一 実玄酒為上一実清酒次之。
巻60 皇帝巡狩告干大廟 (記載なし) 鶏舞畢葬儀尊者尊之王事実以明六。
巻61 巡狩告干太廟有司摂事 (記載なし) 春夏用両犠尊,秋 冬用両著尊。一実明水為上,一 実醗斉次之。 出塁二,一 実玄酒為上,一 実清酒次之。
巻62 皇帝巡狩 (記載なし) 其明六各実於上尊。
ノノ 望秩干山川 (記載なし) 斉加明六,酒 加玄酒各実於上尊。
巻63 皇帝封祀干太山 水以実事。 其玄酒各実於五斉之王事。
ノノ 山下封祀壇 (記載なし) 其玄酒各実於五斉之上尊。
巻64 皇帝禅千社首山 水以実事。 皆加明水玄酒各実於五斉之王事。
巻65 時旱祈干太廟 (記載なし) 春夏用両機尊。秋冬用両著尊。一実以明水為上,一 実以禮斉次之。出塁二,一 実以玄酒為上,一 実以清酒次之。
ノノ 時旱祈干太社 (其行事進止與巡狩告社稜礼並同)
巻66 時早祈嶽鎮干北郊(報 祠礼同) (記載なし) 明水各実於上尊。
巻67 時旱就祈嶽鎖港濱 (記載なし) (記載な し)
,ノ 久雨禁国門 (記載なし) (記載な し)
巻68 諸州祭社稜 (記載なし) 毎座二尊,一 実元(マ マ)酒 為上,一 実醗斉次之。
巻69 諸州釈彙干孔宣父 (記載なし) 各塵事二,一 実玄酒為上,一 実醗斉次之。
〃 州学生束修 (記載なし) (記載な し)
巻70 諸州祈社稜 (記載なし) (記載な し)
ノノ 諸州祈諸神 (記載なし) (記載な し)
ノノ 諸州榮城門 (記載なし) (記載な し)
巻71 諸県祭社稜 (記載なし) 毎座二尊,一 実玄酒為上,一 実醗斉次之。
ノノ 諸里祭社稜 (記載なし) 其専一実玄酒為上,一 実清酒次之。
巻72 諸県釈葵干孔宣父 (記載なし) 毎座尊二,一 実玄酒為上,一 実醜斉次之。
〃 県学生束修 (記載なし) (記載な し)
巻73 諸県祈社稜 (記載なし) (記載な し)
ノ, 諸県祈諸神 (記載なし) (記載な し)
〃 諸県榮城門 (記載なし) (記載なし)
巻74 諸太子廟時享 (記載なし) 其三尊之上尊実以玄酒。
巻75 三品以上時享其廟 (記載なし) 毎室二尊,一 実玄酒為上,一 実醗斉次之。
巻76 三品以上袷享其廟 (記載なし) 毎室四尊,一 実醗斉為上,一 実益斉次之,玄酒各実於上尊。設玄酒者重古陳而不酌。
〃 三品以上楴享其廟 (記載なし) 毎室四尊,一 実醗斉為上,一 実益斉次之,玄酒各実於上尊。玄酒者重古設而不酌。
巻77 四品五品時享其廟 (記載なし) 毎室二,一 実玄酒為上,一 実醗斉次之。
巻78 六品以下時祠 (記載なし) 毎室二尊,一 実玄酒為上,一 実醗斉次之。




ざるを得ないが,同 様の説明 しかなされない祭祀は,巻9～22,29～34な ど多数みられる。
また巻8《 皇帝孟夏零祀干園丘》では,① の準備段階の記述に 「水以注玄酒之尊(水 は以て
玄酒の尊 に注 ぐ)」といいながら,② の配置の記述には 「玄酒皆実於五斉之上尊(玄 酒は皆な
五斉の上尊に実す)」 とだけ しか記されず,明 水はどこに注 ぐのか,ま た三酒の上尊はどうす
るのかもわか らない。
さらに巻24《 皇帝春分朝日於東郊》では,① の準備段階の記述には 「水以注玄酒之尊(水
は以て玄酒の尊に注 ぐ)」とあって,採 取 した明水を玄酒の尊に注 ぐとし,② の配置の部分で
・は 「其玄酒各実於上尊(其 の玄酒は各おの上尊に実す)」 つまり上尊には玄酒を棄せとある。
五斉三酒の上尊には玄酒を実 してそこに明水をまぜるのか,も しくは玄酒=明 六ととらえでも
しな くては,理 解ができないであろう。
このように 『開元礼』の玄酒 ・明水の配置の記述に関 しては,そ れぞれの祭祀でまちまちの
記載がみられ,そ のうえ内容的に不足 していたり,解 釈に疑問を生 じるようなものが少なくな
い。これは伝承版本による齪齪 ということも考えられな くはないが,『 開元礼』 の内容を要約
した 『通典』の開元礼纂19)に も,や は り同 じように記されているn)こ とを考えあわせると,
ここが原因とばかりは片付けられない。『開元礼』にある玄酒 ・明水の配置についてのおか し
な記述の多くが,も とからそのように記 されていたと思われるのである。 とするならば,玄 酒
と明六の配置について,『開元礼』がなぜ このような曖昧な記述を許容 したのかについて考え
てみなければならない。説明不足を補う,何 か原則のようなものがあるのか。
3.唐 の玄 酒 ・明水
第2章 において,玄 酒 ・明水の配置の具体的な方法とその検証を試みた。 この結果,「 開元
礼』に記 された玄酒 ・明水の配置方法の記述には,説 明の足 りないものや不明瞭なものが多く
あることが指摘された。このような記述が容認されているとすると,配 置た関してなんらかの
原則があったのではないかということも考え られる。 したがって本章では,唐 人の玄酒 ・明水
に関する理解をさらに追求 し,こ の点について明らかにしたいと考える。
㈲ 唐における礼学上の解釈
玄酒と明水について,そ れぞれが礼学上 どのような意義をもち,ど ういつだ理由で配置され
るのかについては第1章 でふれたところである。玄酒はむか し酒が造 られる以前,祭 祀に水を
供えていたことの名残 りであり,明 水は陰鑑を使 って月からとった水で,祭 祀においては,陽




註を通 じて,唐 代における理解をさらに詳 しくみていくことにする。方法としては,二 人の疏






「其謂之明水也,由 主人之潔物著此水也」者,此 釈明水之章,所 以謂之清明之水者。著成
也。 由主人清潔成就。此水乃成,可 得而用也。
〔『札記』郊特牲〕「其の之を明水と謂うや,主 人の潔に由りて此の水著るな り」 とは,此
れ明水の意を釈 し,之 を清明の水と謂 う所以のものなり。著は成なり。主人の清潔に由り






明六者,案 周礼秋官司煩氏云 「以陰鑑取明水於月」。郊特牲云 「其謂之明水也,由 主人之
黎(潔)著 此水也」。注云 「著猶成也。言主人斉契(潔),此 水乃成,可 得也」。配尊之酒,
三酒加玄酒,鯵 圏与五斉皆用明水配之。郊特牲云 「五斉加明水,三 酒加玄酒」,不 言欝智
者,記 人文暑也。相対玄酒与明水別,通 而言之,明 水亦名玄酒。……以其倶是水,故 通言
水也。若天子諸侯祭祀,得 書筐与五斉三酒並用。卿大夫士祭,直 用三酒与玄酒,無 五斉与
欝圏又明六。
明水は,「周礼』秋官司煩氏を案ずるに 「陰鑑を以て明水を月より取る」と云う。〔『礼記』〕
郊特牲には 「其の之を明水 と謂 うや,主 人の黎(潔)に 由りて此の水著るなり」 と云う。
〔その鄭玄〕注に 「著は猶お成のごときなり。主人斉黎(潔)し て,此 の水乃 ち成 り,得
可きを言うなり」と云う。配尊の酒は,三 酒は玄酒を加え,欝 圏と五斉は皆な明水を用い
て之を配す。郊特牲に 「五斉は明六を加え,三 酒は玄酒を加る」と云い,鯵 琶を言わざる
は,記 人の文署なり。相対せば玄酒と明六は別,通 じて之を言ぱ,明 水 も亦た玄酒と名づ
く。……其の倶に是れ水なるを以て,故 に通 じて水と言うな り。天子諸侯の祭祀の若きは,





欝琶 ・五斉,以 明水配。三酒以玄酒配。玄酒井水也。玄酒与明水別。而云 「明水以為玄酒」
者,対 則異,散 文通。
欝琶 ・五斉は,明 水を以て配す。三酒は玄酒を以て配す。玄酒は井水なり。玄酒は明六と







・欝圏 ・五斉には明水を配尊 し,三 酒には玄酒を配噂する。
・天子 ・諸侯の祭祀では鯵圏と五斉三酒を用い,卿 ・大夫 ・士の祭 りでは三酒と玄酒を用い
るのみで,欝 圏 ・五斉 ・明水は用いない。
二人の玄酒 ・明水に関する解釈の要点をまとめると表4の ようになろう。
表4孔 穎達 ・賞公彦の疎註にみられる玄酒 ・明水の解釈































准南子云 「方諸見月,則 津而為水」%)。高誘注云 「方諸,陰 燧,太 始也。熟摩拭令熱,以
向月,則 水生。以銅盤受之,下 数石」26)。王充論衡云 「陽縫取火於 日,方 諸取水於月。相
去甚遠。而火至水来者,気 感之験也」z7)。漢旧儀云 「八月飲酎,車 駕夕牲,以 鑑諸取水於
月,以 陽燧取火於 日」認)。周礼考工記云 「金有六斉。金錫半,云 之鑑燧之斉」四)。鄭玄注云
「鑑燧,取 水火於日月之器也」。準鄭此注,則 水火之器,皆 以金銭為之。今司宰30)有陽燧,
形如圓鏡,以 取明火。陰鏡形如方鏡,以 取明水。但比年祠祭,皆 用場縫取火,応 時得。以
陰鑑取水,未 有得者,常 用井水替明水之庭。
准南子に 「方諸は月を見れば,則 ち津いて水を為す」 と云 う。〔その〕高誘注 には 「方諸
は陰縫,太 始な り。熟に摩拭 して熱 し,以 て月に向わ しめば,則 ち水生ず。銅盤を以て之
を受れば,敷 石を下す」と云う。王充論衡に 「陽燧は火を 日に取 り,方 諸は水を月に取る。
相い去 ること甚だ遠 し。而るに火至 り水来るは,気 感ず るの験な り」 と云 う。 漢旧儀に
「八月飲酎,車 駕夕牲,鑑 諸を以て水を月に取 り,陽 燧を以て火を日に取 る」 と云 う。周
礼考工記に 「金は六斉有 り。金銭半ばは,之 を鑑燧の斉と云う」と云う。 〔その〕鄭玄注
に 「鑑燧は,水 火を日月に取 りたるの器なり」 と云う。鄭 〔玄〕の此の注に準ずれば,則
ち水火の器は,皆 な金銭を以て之を為る。今司宰に陽燧有 り,形 は圓鏡の如 し,以 て明火
を取る。陰鑑は形は方鏡の如 し,以 て明六を取 る。但だ比年祠祭するに,皆 な陽燧を用て
火を取 り,時 に応 じて得る。陰鑑を以て水を取 るに,未 だ得 る者有らず,常 に井水を用て
明六の庭に替える。




周礼の 「金鋸相半」 は,自 ら是れ陽燧を造る法なり。鄭玄は錯解するに陰鑑の制を以てす。
.古の明水を取りたる法に依 らば,合 に方諸を用るべ し。准南子等の書を引くに,大 船を用
るなり。
つまり,い ま明水を得 ることができず井水で代用せざるをえないのは,'『周礼』 の鄭玄注 に基
づいて金鋸で造 った陰鑑を使 っているか らである。「准南子』等の書物によれば陰鑑には大船
を用いているではないかとのべ,こ うつけ加えた。.
・敬貞曾八九月中,取 蛤一尺二寸拗者,依 法試之。.自人定至夜半,得 水四 ・五斗謝。
敬貞曾て八九月中,蛤 一尺二寸なる者を取り,法 に依 りて之を試す。人定自り夜半に至 り
て,水 四 ・五斗を得 る。
12
唐朝祭祀における玄酒と明六
彼は実際に 『准南子』にいうような,太 始を使 っての明水採取をみずから試 し,人 定(人 が寝
静まったころ)か ら夜半にかけて四 ・五斗を得たというのである。
ここにあげた李敬貞の奏文には,当 時の状況について,・たいへん興味深い記述がなされてい
る。まず麟徳二年当時,唐 朝は 『周礼』の鄭玄注に従い金鋸を用いて造 った陽燧 ・陰鑑を有し
ていた。司宰にあったこの陰鑑は,四 角い鏡のような形を していた。当時は陽燧で明火を採取
することには成功 していたものの,陰 鑑を使っての明六の採取にはいまだ成功 しておらず,常
に井水をもって代用していた。 もうひとつは手数貞の提言によって,こ のときはじめて太始を
用いての明水採取が試された,と いうことである。
このなかで,明 六採取の方法がわからなかったために,常 に井水をもって代用 していたとい
う状況が語 られている点に注目したい。唐朝は明水が 「陰鑑を以て月か ら取る」水であること










依敬貞説,大 船取水,得 之 目験。然与考工記 「鑑燧同斉」文妊,又 与陰鑑名義不相応。恐
非古制。今考水為流質,既 非光気所生。又月綾地,映 日成景。原其光体,亦 非積水。承月
得水,於 理難通。但明水配斉,古 祭祀所通用,必 非虚妄。窺意取明六,止 是用鑑承露。湿
潤薬勝,過 冷成露。月夜澄朗,更 無風雲,露 下尤多。因謂取水於月,以 配明火。大蛤得水
亦同益理。(『周礼正義』巻70・ 秋宵 ・司煩氏)
敬貞の説に依 らば,太 始 もて水を取 り,之 が目験を得 る。然 るに考工記 「鑑燧同斉」の文
に妊 り,又 た陰鑑の名義と相い応ぜず。恐 らくは古制に非ざらん。いま水の流質たるを考
うるに,既 に光気の生む所に非ず。又た月は地を纏 り,日 を映して景(影)を 成す。其の
光体を原ぬるに,亦 た水を横えるに非ず。月を承け水を得 るは,理 に於て通 じ難 し。但だ
明水の斉に配すは,古 の祭祀の通用する所にて,必 ず虚妄に非ざらん。・意 もて明水を取る
を窺うに,止 だ是れ鑑を用いて露を承 くなり。湿潤蒸騰,冷 に遇えば露を成す。月夜澄朗









に引 く唐 ・李淳風の 『感応経』あ)にも,
今取大蛙蛤向月。亦有津潤。(『太平広記』巻161・ 五石精)
今大蛙蛤を取 りて月に向 く。亦た津潤有 り。
とあって,蜂 蛤を用いる方法がのべられている。李淳風は龍朔二年(662)に 秘閣郎中となり,
麟徳暦を上奏 した人物である。威亨元年(670)に 亡 くなっているが,彼 がこのように記 して




えば 『開元礼』巻4《 皇帝冬至祀圓丘》では神座の数だけでも689座 あり,需 要をまかなうに
は相当量の明水が必要となる。また先の表3を みればわかるとおり,唐 朝が仲春や夏至など定
期に行うことを予定 している祭祀で,明 水を配置することになっているものは非常に多い。 こ
れらの祭祀に必要とされた明水を準備するということは,た またま成功 した,あ るいはわずか
に得 られたというようなものでは話にならない。そのうえ 『開元礼』では,明 水は致斎の 日36)




ていたのだろうか。およそ目賭した範囲で唐の明水についての詳細を記 したものはな く,の ち
徳宗の貞元年間(785～805)に 著わされた 『大唐郊祀録』37)にも,
臣渥案,周 礼看官宗伯云 「凡大裡祀享禁則執明水火」謝。又司恒氏掌,火 燵取明火於 日,
陰鑑取明六於月,以 供祭祀之明齋明燭。皆為貴潔之義也。(「大唐郊祀録』巻2・ 雑例)
臣浬案ずるに,『周礼』春宮宗伯には 「凡そ大極祀 ・享楽なれば則ち明水火'を執 る」 と云
う。又た司恒氏は,火 燵もて明火を日に取り,陰 鑑 もて明水を月に取り,以 て祭祀の明齋 ・
明燭に供すを掌る。皆な潔を貴ぶの義が為なり。
と,明 六に関しては 『周礼』の内容を繰り返すばかりで,具 体的な内容や沿革,当 時の祭祀で
はどうしていたのか等ついては全 くふれられていない。
さらにいうと,同 時代の史料ではないが,宋 の康定二年(1041)十 月,太 常博士直集賢院呂
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唐朝祭祀における玄酒と明六
公紳が,祭 祀に五斉三酒 と明酒肥)・明水を用るべきとした奏文に,次 のようにのべている。
…∵臣以,古 制度定五斉三酒,即 非難得之物。将来郊廟祭享,伏 乞詔酒官準法製造 分実
脅樽,傍 命有司取明水,対 明酒,実 子上樽,或 陰鑑方諸之類難為梓癬,則 如唐制以井水代
之,更 侯官時訪求式法。(『太富国革礼』巻13・ 五斉三酒)
・…・臣以 うに,古 の制度五斉三酒を定 るは,即 ち得難 きの物に非ず。将来の郊廟祭享は,
伏 して乞 うらくは,酒 官に詔 し法に準 じて製造 し,分 けて塁 ・樽に実さしめ,傍 お有司に
命 じて明水を取 り,明 酒に対 し,上 樽に実 さレめ,或 いは陰鑑 ・方諸の類の埣に解ること
為 し難ければ,則 ち唐制の如 く井水を以て之に代え,更 に官時を侯て訪ねて式法を求めん
ことを。
宋代において も,明 水採取が困難であることが問題 となっていたことがうかがえるが,こ のな
かで唐では明水を井水で代用 していたことがあげられている。
これ らのことを集約すると,唐 朝では明水を得 ることに成功はしていたものの,実 用化には
問題 も少なくなく,通 常の祭祀においては従来 どおり井水で代用 していたのではないかと思わ
れる。とすればそのことが 「開元礼』の記述に影響 したと考えることはできないだろうか。
つまり,玄 酒も明水 も実際には井水を用いてこれを各上尊に配置 し,そ の対に五斉を置 くも
のは 「明水」とし,三 酒を置 くものは 「玄酒」 とみなすことにすれば,第2章 で整理 したよう
な曖昧な記述そのままでも,実 際の行用時に混乱はおきないことになる。そ して巻4《 皇帝冬
至祀圓丘》にあるような 「斉皆加明六,酒 皆加玄酒,各 実於主導」 という記述 こそ,玄 酒 ・明
水の配置方法の原則と理解できるのである。『開元礼』の配置方法に関す る曖昧な記述が許容
されたのは,玄 酒と明水が本来別の性格のものであることは知 りながら,現 実には得ることの
難 しかった明水を井水で代用 していたという事情が,背 景にあったものと思われる。
4.祭 祀 と玄 酒 ・明 水 とくに明水配置の条件について
さて,唐 代の祭祀における玄酒 ・明六の配置方法の原則がつかめたところで,次 に祭祀別に
'
みた玄酒 ・明水の使い分けについて考えなくてはならない。第3章 でのべたごとく唐の祭祀で
は,玄 酒 ・明水にはともに井水を用いていたとみられ,つ づ く宋代,元 代①においても明水は
井水で代用された ものと思われる。 しか しこのことは一方で,彼 らがあ くまで玄酒 ・明水とい
う二種類の水を配置 しようとし,孫 言省議がいうように 「明水の斉に配すは,古 の祭祀の通用す
る所」とな り,彼 らが明水という名にこだわり続けたことを示 している。なぜ,祭 祀に玄酒 ・
明水という二種類の水を用いようとするのか。







これまでの考察から,唐 朝は明水が得難いものであり,実 用化には問題 もあったために,玄
酒と同じく祭祀には井水を用い,「斉加明六,酒 加玄酒」 という原則に従って,五 斉 と対 に置
くものは明水,三 酒と対に置 くものは玄酒と称 していたのではないかということが押さえられ
た。 この原則を確認するためには,明 水を用いる祭祀に五斉は配置されるのか,玄 酒 と三酒と
は対応す る関係にあるのか,と いうことを調べておく必要がある。
また,祭 祀の主人 と明水 との関係では,「卿 ・大夫 ・士の祭 りは三酒と玄酒を用い,五 斉,
欝圏,明 水は用いない。」(『儀礼』士昏礼 ・頁公彦疏)と いうものがあった。 この解釈を 『開
元礼』が承けているとすれば,明 水の使用は祭祀の主宰者が誰であるかに制限されていること
が考え ら'れる。
こうした明水配置の条件 に関する事柄を確認するため,『 開元礼』 にある明水を配置す る祭
祀 について,祭 祀の主宰者4D,斉 の配置の有無2)に ついて整理 したものが表5で ある。
なお表作成にあたって,ま ずその祭祀に明水を用いるか否かを確かめなくてはならないが,
これは,第2章 で集約 した表3を 基礎に,明 水の準備段階に関する記述①および配置段階に関
する記述②の両方 もしくは片方 に,明 水の記述をもつものについて,そ の祭祀には明水を用い
ると判断 した。
さて,こ のようにして整理 した表をながめてみると,明 水を用いる祭祀は,主 宰者が皇帝 ・






ただ,巻35《 祭五嶽四鏡》,巻36《 祭四海四漬》,巻50《 有司享先代帝王》はいずれ も皇帝
主宰で行われる祭祀であり,斉(禮 斉 ・盤斉)を 配置することになっているが,明 水は配置 さ
れない。なぜだろうか。
じつは,こ れらの祭祀は皇帝の名で行われるものではあるが,皇 帝が実際に祭祀を執 り行 う
ことは想定 されていない。各地の禁所で行 う五嶽四鏡および四海四漬の祭祀は,春 夏秋冬に京
師郊外で行われる五郊迎気の祭祀にあわせて挙行され43),皇帝はそちらのほうに詰めることに
なっている。先代帝王の享 りは仲春に各地の廟で行われるが,京 師では太社の祭 りが仲春上戌




巻数 総 目 主宰者(祝 文の主語) 五斉 玄酒 三酒
古礼 巻4 皇帝冬至祀園丘 皇帝(嗣 天子臣某) O ○ O
巻5 久至祀園丘有司摂事 皇帝(嗣 天子臣某) ○ ○ O
巻6 皇帝正月上辛新穀干圓丘 皇帝(嗣 天子臣某) O O O
巻7 正月祈穀干園丘有司摂事 皇帝(嗣 天子臣某) ○ ○ O
巻8 皇帝孟夏零祀子園丘 皇帝(嗣 天子臣某) ○ ○ O
巻9 孟夏零祀干園丘有司摂事 皇帝(嗣 天子臣某) ○ O O
巻10 皇帝季秋大享於明堂 皇帝(嗣 天子臣某) ○ O O
巻11 季秋大享於明室有司摂事 皇帝(嗣 天子臣某) ○ O O
巻12 皇帝立春祀青帝王東郊 皇帝(嗣 天子臣某) ○ ○ ○
巻13 立春祀青帝干東郊有司摂事 皇帝(嗣 天子臣某) O ○ ○
巻14 皇帝立夏祀赤帝干南郊 皇帝(嗣 天子臣某) ○ ○ O
巻15 立夏祀赤帝干南郊有司摂事 皇帝(嗣 天子臣某) ○ O O
巻16 皇帝季夏土正日祀黄帝於南郊 皇帝(嗣 天子臣某) ○ ○ ○
巻17 季夏土王日祀黄帝於南郊有司摂事 皇帝(嗣 天子臣某) ○ ○ ○
巻18 皇帝立秋祀白帝於西郊 皇帝(嗣 天子臣某) ○ ○ ○
巻19 立秋祀白帝於西郊有司摂事 皇帝(嗣 天子臣某) ○ ○ ○
巻20 皇帝立冬祀黒帯於北郊 皇帝(嗣 天子臣某) ○ ○ ○
巻21 立冬祀黒帯於北郊有司摂事 皇帝(嗣 天子臣某) ○ ○ ○
巻22 皇帝隙目蜷百神於南郊 皇帝(嗣 天子臣某) ○ ○ ○
巻23 瞠目蜷百神於南郊有司摂事 皇帝(嗣 天子臣某) ○ ○ ○
巻24 皇帝春分朝日於東郊 皇帝(嗣 天子臣某) ○ ○ ○
巻25 春分朝日於東郊有司摂事 皇帝(嗣 天子臣某) ○ ○ ○
巻26 皇帝秋分夕月干西郊 皇帝(嗣 天子臣某) ○ ○ ○
巻27 秋分夕月干西郊有司摂事 皇帝(嗣 天子臣某) ○ ○ ○
巻28 祀風祀 ・雨師 ・霊星 ・司 中司命 司人 司緑 皇帝(嗣 天子) ○ ○ ○
巻29 皇帝夏至祭於方丘(后 土礼同) 皇帝(嗣 天子臣某) ○ ○ ○
巻30 夏至祭於方丘有司摂事 皇帝(嗣 天子臣某) ○ ○ ○
巻31 皇帝孟冬祭神州於北郊 皇帝(嗣 天子臣某) ○ ○ ○
巻32 孟冬祭神州於北郊有司摂事 皇帝(嗣 天子臣某) ○ ○ ○
巻33 皇帝仲春仲秋上戊祭太社 皇帝(嗣 天子某) ○ ○ ○
巻34 仲春仲秋上戊祭太社有司摂事(錯 礼同) 皇帝(嗣 天子某) ○ ○ ○
巻37 皇帝時享干太廟 皇帝(皇 帝某) ○ ○ ○
巻38 時享干太廟有司摂事 皇帝(皇 帝某) ○ ○ ○
巻39 皇帝袷享子太廟 皇帝(皇 帝某) ○ ○ ○
巻40 袷享干太廟有司摂事 皇帝(皇 帝某) ○ ○ ○
巻41 皇帝楴享子太廟 皇帝(皇 帝某) O ○ ○
巻42 楴享干太廟有司摂事 皇帝(皇 帝某) ○ ○ ○
巻43 粛明皇后廟時享有司摂事 皇帝(皇 帝某) ○ ○ ○
巻44 孝敬皇帝廟時享有司摂事 皇帝(皇 帝某) ○ ○ ○
巻46 皇帝孟春吉亥享先農 耕籍 皇帝(皇 帝某) ○ ○ ○
巻47 孟春吉亥享先農於籍田有司摂事 皇帝(皇 帝某) ○ ○ ○
巻48 皇后季春吉巳享先養 親桑 皇后(皇 后某氏) ○ ○ ○
巻49 季春吉巳享先蚕於公案有司摂事 皇后(皇 后某氏) ○ ○ ○
巻53 皇太子繹葵干孔宣父 皇太子(皇 太子某) ○ ○ O
巻54 国子釈萸干孔宣父 皇帝(皇 帝) ○ ○ O
巻55 仲春仲秋釈萸干斉太公 皇帝(皇 帝) ○ ○ ○
巻57 巡狩告千国丘有司摂事 皇帝(祝 文臨時撰) ○ ○ ○
巻58 皇帝巡狩告干太社 皇帝(祝 文臨時撰) ○ X ×
巻59 巡狩告干太社有司摂事 皇帝(祝 文臨時撰) ○ ○ ○
巻60 皇帝巡狩告干太廟 皇帝(祝 文臨時撰) ○ × X
巻61 巡狩吾子太廟有司摂事 皇帝(祝 文臨時撰) ○ ○ ○
巻62 皇帝巡狩 幡柴告至 皇帝(祝 文臨時撰) ○ X X
〃 皇帝巡狩 望秩干山川 皇帝(祝 文臨時撰) ○ ○ ○
巻63 皇帝封祀干太山 皇帝 ○ ○ ○
〃 山下封祀壇 皇帝 ○ ○ ○
巻64 皇帝禅千社首山 皇帝 ○ ○ ○
巻65 時旱祈干太廟 皇帝 ○ ○ ○
〃 時旱祈子太社 皇帝(嗣 天子某) ○ ○ ○
巻66 時旱祈嶽鎮子北郊(報 祠礼同) 皇帝(嗣 天子某) ○ X ×
軍礼 巻81 皇帝親征類rF上帝 皇帝(祝 文臨時撰) ○ ○ ○
巻82 皇帝親征宜子太社 皇帝(祝 文臨時撰) ○ × ×
巻83 皇帝親征遺子太廟 皇帝(祝 文臨時撰) ○ ○ ○
巻84 皇帝親征禰rF所征之地 皇帝(祝 文臨時随時撰) ○ ○ ○
嘉礼 91 皇帝加元服上 告圓丘方沢宗廟 皇帝(祝 文臨時撰) ○ ○ ○
92 皇帝加元服下 話大廟 皇帝(皇 帝某 ・臣某) ○ ○ ○
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表6明 水を配置 しない祭祀(吉 礼部分)
巻数 総 目 祭祀の主宰者(祝 文の主語)五斉(斉 の種類) 玄酒 三酉
古礼 巻35 祭五嶽四鏡 皇帝(嗣 天子開元神武皇帝某)○(醗 斉 ・盤斉) ○ ○(清 酒)
巻36 祭四海四濱 皇帝(嗣 天子開元神武皇帝某)○(醗 斉 ・蓋斉) ○ ○(清 酒)
巻45 皇帝拝五陵 皇帝 × × ×
ノノ 皇后拝五陵 皇后 × × ×
ノノ 太常卿行諸陵 太常卿 × × ×
巻50 有司享先代帝王 皇帝(皇 帝某) ○(醗 斉 ・蓋斉) ○ ○(清 酒)
巻51 薦新子太廟 皇帝? × × ×
,ノ 季夏禁中雷干太廟 皇帝(皇 帝) × × ×
〃 孟冬祭司寒(納 氷開氷附)皇帝(皇 帝) × × ×
,ノ 興慶宮祭五能壇 皇帝?(祝 文臨時制撰) × つ ○(清 酒)
巻52 皇帝皇太子視学 皇帝 ・皇太子 × × ×
巻54 皇子束修 皇子 × × ×
ノノ 国学生兼修 国学生 × × ×
※ 巻56 皇帝巡狩告千国丘 皇帝(祝 文臨時撰) ○(汎 斉) ○ ×
巻67 時旱就祈嶽鎖港漬 皇帝(嗣 天子某) X × ×
ノノ 久雨禁国門 皇帝(嗣 天子) × × ×
巻68 諸州祭社櫻 刺史(具 位姓名) ○(酪 斉) ○ ×
巻69 諸州釈萸干孔宣父 刺史(刺 史其位姓名) ○(醜 斉) ○ ×
,, 州学生来復 学生 × × ×
巻70 諸州祈社稜 刺史(刺 史姓名) × × ×
ノ, 諸州祈諸神 刺史(刺 史姓名) × × ×
'ノ 諸州榮城門 刺史(刺 史姓名) × × ×
巻71 諸県祭社稜 県令(具 位姓名) ○(醗 斉) ○ ×
〆ノ 諸里祭社稜 社正(某 坊社正) × ○ ○(清 酒)
巻72 諸県釈彙干孔宣父 県令(県 令具官姓名) ○(醗 斉) ○ ×
ノノ 県学生束修 学生 × × ×
巻73 諸県祈社稜 県令(県 令姓名) × × ×
〃 諸県祈諸神 県令(県 令姓名) × × X
〃 諸県榮城門 県令(県 令姓名) × × ×
巻74 諸太子廟時享 ?(祝 文部分欠) ○(醗 斉 ・盤斉) ○ ○(清 酒)
巻75 三品以上時享其廟 主人(孝 曾孫某官封某) ○(禮 斉) ○ ×
巻76 三品以上袷享其廟 主人(孝 曾孫某官封某) ○(禮 斉 ・盤斉) ○ ×
,ノ 三品以上楴享其廟 主人(孝 曾孫某官封某) ○(禮 斉 ・蓋斉) ○ ×
巻77 四品五品時享其廟 主人(孝 曾孫某官封某) ○(禮 斉) ○ ×
巻78 六品以下時祠 主人(孝 孫某官封某) ○(醗 斉) ○ ×
〃 王公以下拝掃(寒食拝掃附)主人 × × ×
※巻56に つ いて は、註44参 照。
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祀を執 り行うことはない。つまりこのことが,こ れ らの祭祀で明水を用意 しない理由と解 され
るのである弱)。
『開元礼』は,た んに 「斉加明水,酒 加玄酒」 という原則だけで,全 ての祭祀を対象に斉の
対にお くものを明水,酒 の対にお くものを玄酒とよんでいるのではなく,祭 祀によって明水の
使用に制限を設けているのである。そして明水を使用する祭祀 とは,表5だ けをみれば,五 斉
のいずれかを配置 し,か つ皇帝 ・皇后 ・皇太子が主宰する祭祀 となるが,表6の 内容をふまえ
　 　 コ 　 　 　
たな らば,五 斉のいずれかを配置 し,か つ皇帝 ・皇后 ・皇太子が執 り行 うことが想定 されてい
の
る祭祀 とす るほうが,よ り正確であ ろう。
② 礼学上の解釈と唐礼への適用
明六を用いる祭祀とは,皇 帝 ・皇后 ・皇太子が実際に執 り行 うことが想定 されている祭祀で
あることが確認された。礼学上の解釈では,天 子 ・諸侯が用いるものとされた明六は,唐 礼で
は皇帝 ・皇后 ・皇太子に使用が制限されたのである。明水はその祭祀儀礼の主人の潔によって
成るものとされていたことは,先 に述べたとおりであるが,唐 礼においてそのような水を祭祀
に用いることが許されていたのは,皇 帝 ・皇后 ・皇太子に限られていたということになる。
唐朝における明水使用の原理がみえてきたところで,玄 酒 ・明水に関.する当時の礼学上 の解
釈と,唐 礼の内容 との関係について整理を試みた。先に表4に まとめた礼学上の解釈 と,そ れ
が適用されたと考えられる唐礼の内容を整理すると,表7の ようになろう。
『開元礼』では,唐 朝祭祀の大祀 ・中祀 ・小祀という組み立てが,五 斉三酒の用例に反映さ
れており,皇 帝 ・皇后 ・皇太子が実際に執 り行 うことが想定 された祭祀であるのかどうかとい
うことが,明 水使用の有無に反映されている。唐人は,五 斉三酒や玄酒 ・明六といったものを,
その本来の意義に沿 うように儀に組みこみ,儀 の中に存在 させることによって,理 想とした礼
表7玄 酒 ・明水の礼学上の解釈と唐礼における適用
礼 学 上 の 解 釈 唐礼 にお ける適用()内 はr開 元礼』の記述





由主 人清潔成就。 此水乃成,可 得而用也。 ①
郊特牲云 「其謂之明水也。 由主人之黎(潔)著 此水也」。③
致斎の 日に,明 水を取 る。(凡 致斎 日,… …太官令取水)
相対玄酒与 明水 別,通 而言之,明 六亦名玄酒。③
玄酒与明水別。而云 「明水以為玄酒」者,対 則異,散 文同。②
玄酒=明 水=井 水
郊特牲云 「五 斉加明六,三 酒加玄酒」。③
響圏 ・五斉,以 明水配。 三酒以玄酒配。②




明水を配置す る祭祀 は,皇 帝 ・皇后 ・皇 太子 が執 り行う
ことが想定 されて いるもの。




本稿で考察 してきた,玄 酒 ・明六という二種類の浄水を祭祀に配置することの意味について,
とくに明水の使用を皇帝 ・皇后 ・皇太子に制限したとみられる点は重要である。それは,祭 祀
に玄酒 ・明水の両方を使用できる皇帝 ・皇后 ・皇太子 と,祭 祀に玄酒 しか使用できないそれ以
外の者の間に一線を設け,皇 帝 ・皇后 ・皇太子の三者を,唐 の礼制上特別な存在 として位置づ
けようとしていたことをうかがわせるか らである。
お わ り に
本稿は唐の祭祀儀礼における酒礼研究の一端として,五 斉三酒とともに神座前に配置される
玄酒 ・明水 という浄水の性格 と実際,明 水を用いる(斉 の対にお く浄水を明水とよぶ ことので
きる)祭 祀の条件,ま た明水を配置することによって表現 しようとした ものについて考察 して
きた。
第1章 では,玄 酒 ・明六の本来の意義について整理 した。玄酒とは,む か し酒が現れる以前
に神 に水を供えていたころの風習を貴び,こ れを玄酒とよんで,五 斉三酒などの祭祀用の酒と
いっしょに神前に供えたものである。また明水は 「陰鑑を用いて月から取 る」水であり,祭 祀
の主人の潔によって得 られ,祭 祀の場においては陽の潮気をあらわす明火に対 して陰の潮気を
あらわす存在とみなされていた。
第2章 では,玄 酒 ・明水の具体的な用法についてのべ,『開元礼』に記 され る玄酒 と明水の
配置の記述について表に整理 した。その結果,記 述内容に曖昧なものや,意 味の通らないもの
があることを確認 し,な ぜこのような記述が容認 されたのかについて問題提起を行った。
第3章 では第2章 の結果をうけ,唐 人の玄酒と明水に対する解釈や理解の要点,ま た実際に
ついて整理 した。明水で問題になったのは 「陰鑑を以て月から取る」 という点であった。唐で
は,高 宗期に明水採取の方法は得ていた。 しかし祭祀における需要をみたすには問題もあった
ため,そ の後の実用化には至 うず,実 際には井水で代用 していたものと思われる。一方の玄酒
にもまた井水を用いてお り,祭 祀のときには 「斉加明六,酒 加玄酒」の原則に基づいて,五 斉
の対に置かれるものは明水,三 酒の対に置かれるものは玄酒と呼び分けていた可能性が高い。
『開元礼』に記 された玄酒 ・明六の配置に関する曖昧な記述の原因もここにあるもの と考えら
れる。
第4章 では,明 水(と 呼ばれる井水)と 祭祀との関係について検討を行 った。祭祀 に明水を
配置するということが,当 時の礼学上の解釈 とどのように関係 し,ま た祭祀のどういう側面を
あらわすのかということを考察 したものである。この結果,明 水を配置する祭祀は,五 斉のい
ずれかを配置 し,皇 帝 ・皇后 ・皇太子が実際に執 り行 うことが想定 されているものに限られる
ことがわかった。明水の使用範囲を限定させ ることにより,明 水を使用する祭祀,ひ いてはそ
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の祭祀を行 うべき皇帝 ・皇后 ・皇太子を,唐 の礼制上特別な存在として位置付けようとしてい
たと認められるのである。
『開元礼』 に記される礼物について整理分析を行 うことは,唐 礼の構造を知 るための基礎的
な作業である。ただし明水の例にみられるように,そ れらの具体像については慎重に判断すべ
きものもあり,『開元礼』に描かれた礼的体系を,唐 人の礼の理想 としてみてい く一方で,現
実はどのようであったのかということについても常に意識 しておく必要があろう。唐礼の理想
と現実とをそれぞれに把握 しつつ,彼 らがその現実をどのように理想に近づけようと葛藤 した
のかというところを明らかにしていきたいと思 う。
註
1)『 開元礼』の成立については,池 田温 「大唐開元礼解説」(『大唐開元礼附大唐郊祀録」,汲 古書院,
初版1972年,第 二版1981年)を 参照。
2)「 開元礼義鏡』一百巻。「鏡」字は一説に 「鑑」ともあり。已侠。『政和御製冠礼』(宋 ・鄭居中等撰)
及び 『宋会要輯稿』に若干の侠文が残されている。「開元礼』に関 してはこのほか,『 開元礼京兆養鰻1
十巻,『 開元礼類釈』二十巻,「 開元礼百問」二巻等の書があったとされるが,已 侠。
3)「 文献通考』に引く 『崇文総 目』には,次 ようにのべる。
(開元礼義鑑一百巻)唐 薫嵩撰。既定開元礼,又 以礼家名物繁彩,受 取歴代沿革,随 文釈義。 与礼
並行。(「文献通考』巻187・ 経籍)
(開元礼義鑑一百巻)唐 薫嵩撰。既に開元礼を定あ,又 た礼家の名物の整形なるを以て,更 に歴代
の沿革を取 り,文 に随いて釈義す。礼と並び行う。
4)礼 物 とは,本 来礼儀と文物をいう言葉であり,ま た狭義には祭祀儀礼に用いる物をさす。
5)五 斉三酒とは,汎 斉 ・醗斉 ・盤斉 ・醍斉 ・沈斉の五斉と,事 酒 ・昔酒 ・清酒の三酒をいう。
6)拙 稿 「唐朝祭祀における五斉三酒」(『明治大学大学院文学研究論集一文学 ・史学 ・地理学一』第14
号,2001年3月)参 照。
7)「 札記正義」巻21。 以下本稿でとりあげる孔穎達の礼記疏,質 公彦の周礼疏 ・儀礼疏は,十 三経注
疏本(「 十三経注疏附校勘記』中華書局,1980年)を 使用 した。
8)酒 がまだ無かった時代について,唐 ・賀公彦はこれを黄帝以前としている。すなわち 『儀礼』士昏
礼疏に,
云 「玄酒不忘古也」者,古 調黄帝已前。……擦黄帝以後,難 有酒醗,猶 是不忘古也。
〔「儀礼』正文〕「玄酒は古を忘れざるな り」と云うは,古 は黄帝已前を謂 う。……黄帝以後に擦 り
て,酒 醗有りと錐も,猶 お足れ古を忘れざるなり。
とのべる。
9)五 斉三酒の製造方法については,漢 代にすでに完全には伝わっておらず,唐 朝は独自に五斉三酒の
製造方法を復活させて,.祭 祀に用いていたのではないかと考えられる(註6拙 稿参照)。 しか し唐朝










設 く。国朝(明)は 周制に倣い,新 旧の酷を用て以て五斉三酒に傭 う。
とあ り,唐 以来の祭祀における五斉三酒の名の存在 とその実物とについて略述 している。ここによれ
ば,唐 代の五斉三酒は名目上のものであり,実 際には法酒(官 府で規定にのっとってつくられた酒)
一色であったとする。これが事実であるとすると,実 際には一色の酒類を,唐 朝は祭祀の区分と各神
座ごとの配置の規定によって,五 斉三酒の8種 類に呼び分けて用いていたことになる。
10)陽 遂(燧)に ついて,質 公彦は同じく 『周礼』秋官 ・司垣氏の疏註にこうのべる。
以其日者太陽之精,取 火於 日,改 名陽遂。取火於木,為 木遂者也。
其れ日は太陽の精,火 を日に取るを以て,故 に陽遂と名づ く。火を木に取るは,木 遂と為す者なり。




太官令掌供膳之事。丞為之武。凡祭之日,則 白卿詣諸厨,省 牲 ・鐘。取明六於陰鑑 取明火於陽燧、
太官金は供膳の事を掌る。丞は之が武と為る。凡そ祭の目なれば,則 ち 〔光緑〕卿に白して諸厨に
詣 り,牲 ・鐙を省る。明水を陰鑑に取 り,明 火を陽燧に取る。










黍稜を祭るに肺を加え,斉 を祭るに明水を加るは,陰 に報 るなり。
ここに付された漢 ・鄭玄注にも,
「斉」五斉也。五斉加明六,則 三酒加玄酒也。
「斉」五斉なり。五斉は明六を加 うれば,則 ち三酒は玄酒を加 うるなり。
とあって 「斉皆加明水,酒 皆加玄酒」 という一文が,経 典解釈に由来することがわかる。
17)註13下 線部分参照。
18)『 開元礼』に記載される祭祀儀礼すべてを対象にすることが望ましいのであるが,紙 幅の関係 もあ
るため,こ こでは古礼部分(巻4～ 巻78)の 記述のみを対象 とする。
19)『 通典』巻106～140。 『開元礼』 と 「通典』開元礼纂類の篇目対照については,池 田温 「大唐開元
礼 。通典対照 目録」及び 「第二版附記」(前 掲註1『 大唐開元礼附大唐郊祀録』)pp.833～871参 照。
20)『 開元礼』巻12《 皇帝立春祀青帝干東郊》に対応する 『通典』巻110・ 開元袖幕類 ・皇帝立春祀青
帝東郊の条では,明 水採取の部分は省略されているが,配 置の記述は 「玄酒各実於五斉之上尊」とあ
り,『開元礼』の記述と同じである。
また,『 開元礼』巻24《 皇帝春分朝 日於東郊》に対応する 『通典』巻lll・ 開元礼纂類 。皇帝春分
朝 日於東郊の条も,明 水採取の次第は省略されているものの,配 置の記述は 「玄酒各実於上尊」とあっ
て,や は り 『開元礼』と同じである。
なお,『 開元礼』巻8《 皇帝孟夏零祀干圓丘》については,対 応する 「通典』巻109・ 開元礼纂類 ・
皇帝冬至祀園丘の条には 「雪祀同国丘」 とのみあり,詳 細は記されていない。園丘に同じであれば,





22)十 三経注疏本 『札記』郊特牲の本文では,「真諦之明水也。由主人之契著此水也」 とあるが,孔 穎





陽燧,金 也。取金杯無縁者,熟 摩令熱,日 中時,以 当 日下,以 支承之,則 慾得火也。方諸,陰 縫,
太始也。熟磨令熱,月 盛時,以 向月下,則 水生,以 銅盤受之,下 水敷演。
陽燧,金 なり。金杯の縁無き者を取 り,熟 に摩 り熱 し,日 の中る時,以 て日下に当て,支 を以て之
を承け しむれば,則 ち燃えて火を得るな り。方諸は,陰 燧,大 船なり。熟に磨き熱 し,月 の盛なる
時,以 て月下に向けしむれば,則 ち水生 じ,銅 盤を以て之を受れば,水 数滴を下す。
とあり,こ こと比べると,李 貞敬の引用には文字の異同がみられる。 とくに高誘注には水 「数滴」と
あるのを,李 貞敬が 「敷石」としていたりするところは,彼 が意図的に誇張したものと思われ,注 意
すべきであろう。
27)手 鼓貞が引 くこの文は,現 行の 「論衡」には該当する所がみられない。ただ内容的にみて近いと思
われるものに,以 下にあげる乱龍第四七の部分がある。
口火也。月水也。水火感動,常 以真気。今伎道之家,銭 湯燧,取 飛火於 日,作 方諸,取 水於月,非
自然也。而人然之也。
日は火なり。月は水なり。水火感動するは,常 に真気を以てす。今伎道の家,陽 燧を鋳て,飛 火を
日より取り,方 諸を作 りて,水 を月より取る。自然に非ざるなり。而るに人之を黙りとするなり。
これは土龍で雨を降 らせることはできないのは,土 龍が本物の龍でないからだ,と いう論に対 して,
王充が,そ れが本物でなくとも気に感応するものはあると,事 例をあげて説明しているところである。
28)清 ・孫星術輯 『漢旧儀』補遺巻下には,
皇帝唯八月飲酎,車 駕夕牲,牛 以経衣之。皇帝暮視牲,以 鑑燧取水於月,以 陽縫取火於日,為 明六。




30)司 宰寺のこと。龍朔二年(662)に 光禄寺を司宰寺 と改称 した。威亨元年(670)復 旧。
31)李 敬貞がいうところの 「大蛤」が,具 体的になにをさすのかいまひとつ明確ではないが,大 きなか
らす貝といったことろであろうか。
32)唐 代の一尺を3L1セ ンチメー トル,一 寸を3.llセ ンチメー トルとすると,約37セ ンチメー トルと
なる。
33)唐 代の一斗を5.94リ ットルとすると,約23.8～29.7リ ットルとなる。
34)頁 公彦は永徽年間(650～656)に 太学博士となっており,「周礼疏』序の記名にも 「朝敵大夫行太
学博士弘文館学士臣質公彦撰」とあることから,周 礼疏の成書は賞公彦が太学博士に任ぜられて以後
のことと思われる。
35)李 淳風(602～670年)は,岐 州雍県の人。天文,算 数,陰 陽の学に精通 していた といわれる。貞
観の初めに太史局に入 り,貞 観十五年(641)に 太史丞,二 十二年(648)に 太史令に遷る。『晋書』
や 『購書』の律暦志,天 文志は彼の撰による。「感応経』三巻のほか 『典章文物志』,『乙巳占』,『秘
閣録』等を撰 したといわれるがいずれも巳侠。
36)『 開元礼』巻4《 皇帝冬至祀園丘》の儀式次第では,致 斎は3日 とする。表1参 照。




38)『 周礼』看官宗伯 ・大祝。ここに付された質公彦疏によれば,標 祀 とは昊天 ・日 ・月 。星辰な ど天
に関する神々をまつる祭祀をいい,享 祭は宗廟の祭祀をいう。
39)「 明酒」は玄酒のこと。宋諦(始 祖玄朗)か 。このように 「玄酒」を 「明酒」 とする表記は,『 新店
書』巻12・ 礼楽志や 『宋史』巻51・ 礼志にも散見する。






読祝文日,「 維基準歳次月朔日子,嗣 天子臣某,謹 遣太尉封臣名,敢 昭告……」
祝文を読みで曰く,「維基準歳次月朔日子,嗣 天子臣某,謹 みて太尉封臣名を遣 し,敢 えて昭害す……」
とある。皇帝が太尉(摂 太尉)を 遣 して祭祀を行うのであり,祭 祀の主宰者は皇帝である。ひとつの
祭祀で複数の祝文が用意されるものもあるが,そ の場合は主祭神の祝文の主語をとって表中に記した。
なお祝文については,嗣 天子臣某の 「某」の部分を皇帝が直書することにより,そ の祭祀を皇帝が主
宰することを明示 したとする金子修一氏の研究がある。金子修一 「唐代の大祀 ・中祀 ・小祀について」
(『高知大学学術研究報告」第25巻 人文科学第2号,1976年)参 照。
42)汎 斉 ・醗斉 ・盤斉 ・醍斉 ・沈斉の五斉は,祭 祀によって五種類すべてを用いるものもあれば,そ う
でないものもあって,そ れぞれに用例が異る。ここではいずれか一種類でも用いられることになって
いれば 「○」 とした。
43)『 通典』巻46・ 礼 ・沿革 ・古礼五には,
大唐武徳 ・貞観之制。五岳 ・四鏡 ・四海 ・四濱,年 別一祭,各 以五郊迎気B祭 之。
大唐武徳 ・貞観の制。五岳 ・四鏡 ・四海 ・四濱,年 別に一票,各 おの五郊迎気の日を以て之を祭る。
とある。
44)巻56は 明六の記述をもたないが,同 じ祭祀の有司摂事(代 理祀)の 次第を記す巻57に は明水の記
述がある。巻56に 明水の記載がないことについては,そ の理由はわからない。2つ の条件がそろっ
ていながら,明 水の記載をもたないのは,こ の巻56た だ1例 のみである。
45)那 波利貞氏は,経 典にある精神としての礼と,そ れを実現するための儀との関係について,次 のよ
うに述べている。



















mentisdescribedindetailintheDaTangkaixuanli大 唐 開 元 礼therearemanypoints
withinthedescriptionthatremainvague.Themanyunexplainedpointsconcernjust
howtheseofferingsshouldbeplaced.InthetimeofGaoZong高 宗oftheTang,mingsui,
whichwassaidtobe"takenfromthemoonandplacedinavesselknownasanyinjian
陰 鑑"byemployingdewdrops.However,inactualpracticethereweremanyproblems.
Itisthoughtthatwellwaterwasusedinactualrites,aswasalsothecasewiththe
xuanjiu.Thevaguedescriptionregardingthemannerofarrangingtheplacementofthe
mingshuiandxuanjiuintheKaixuanliwasprobablythecause.
Yet,nomatterwhattherealityofthesituation,therewerethosewhoactuallyat-
temptedtoemploymingsuiinceremonialritesduringtheTang.Thereasonforthe
employmentofmingsuiwasbecauseitwaspresumedthatintheriteoneoffiveritual
liquors五 斉wouldbeoffered,andthatitshouldbehandledbytheemperor,empress,or
crownprince.Afirmlinewasdrawncreatingadistinctionbetweentheemperor,em-
press,andcrownprincewhocouldhandleboththemingshuiandxuanjiuversusthose
whowererestrictedtotheusethehsuanjiuonly.Thedistinctrestrictionsontheusage
ofthemingshuiandxuanjiuinreligiousritesmarkedthespecialcharacteroftheem-
peror,empress,andcrownprinceandplayedasignificantroleinclarifyingtheritual
order.
Keywords:TheReligiousRitesoftheTang,Dc7為㎎ 履yπ απ'歪,Xuanjiu,Mingshui,Yinjianand
Fangzhu
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